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●「どこまで介入するか、どこから見守るか」
子どもが自分で課題を解決したり、何かに挑戦
して努力する力をつけるために、大人は押した
り引いたり、黙って見守ったり……。その真剣
さと緩急の間合いは、一定のスパンのなかでの
評価とは別に、子どもが自分で何かに挑戦して、
成功だけでないさまざまな節目を経験していく
ときに、どこかで子どもを支えるのではないで
しょうか。
●特集１のからだと心へのアプローチも、努力
と結果がそう簡単にはマッチしない、気の長い
取り組みです。丹精して育てた野菜が日照りに
遭ったり、収穫を目の前にして大雨にたたかれ
たりするように、一筋縄ではいきません。せめ
てプロセスにある小さな喜びで自分を励ましな
がら、またもう一回やってみようと思えるタフ
さこそ、子どもたちに伝えたいですね。 

夏休み明け、学級や授業のペースを回復
し、久しぶりの教室を和やかにする、コ
ミュニケーションゲーム、ミニイベント
を紹介します。

いじめ対策が初めて法制化された意義は
非常に大きいと思います。法律の条文と
ともに、学校現場としてどう運用するか、
そのヒントとなる視点を紹介します。
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